
1. マーケット・レート
1月15日 1月16日 1月17日 1月18日 1月19日 Net Chg

USD/BRL Spot 3.2160 3.2240 3.2220 3.2110 3.1960 -0.0150
BRL/JPY Spot 34.35 34.22 34.50 34.58 34.61 +0.03
EUR/USD Spot 1.2267 1.2267 1.2227 1.2243 1.2232 -0.0011
USD/JPY Spot 110.44 110.34 111.15 111.00 110.60 -0.40

6MTH(p.a.) 6.703 6.713 6.705 6.695 6.714 0.019
1Year(p.a.) 6.951 6.960 6.965 6.976 6.977 0.001
6MTH(p.a.) 2.430 2.480 2.462 2.406 2.406 +0.000
1Year(p.a.) 2.629 2.671 2.644 2.635 2.657 +0.023

株式 79,752.38 79,831.75 81,189.19 80,962.63 81,219.50 +256.87

CDS 145.22 145.43 145.30 146.54 149.30 +2.76

商品      休場 195.106 196.405 196.344 195.503 -0.841

* これらはｲﾝﾀｰﾊﾞﾝｸ市場等におけるﾌﾞﾗｼﾞﾙ市場終了時のｲﾝﾃﾞｨｹｰｼｮﾝです。実際のﾚｰﾄ提示は弊行担当ｱｶｳﾝﾄ･ｵﾌｨｻｰまでお問い合わせ下さい。

2.週間市況 、トピックス

3.今週のチャート＆ハイライト

出所：Bloomberg
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リスクオンムードを背景にボベスパ指数が高値を更新

今週も年初からの国外リスクオンムードが継続した。米国で

はダウ平均が過去最高値を更新した他、米10年債利回りが

2.65%台まで上昇。またエマージング通貨が対ドルで堅調に

推移する中、レアルは週末にかけて3.19台を回復した。国内

ではボベスパ指数が連日過去最高値を更新。初の81,000台
まで上昇し、引き続き高値圏を維持している。来週はルラ元

大統領の汚職容疑に関する第2審が開始される予定。また

伯議会が休会明けとなる2月には再び年金改革法案への注

目が高まると見られる中、ブラジル資産の堅調推移が続くか

注目される。
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• 今週のレアルは国外要因に反応する展開。3.23台後半へ下げた後、週末にかけて3.19台まで買戻しが進行。
• 週初のレアルは3.1940で寄り付いた。先週に続いて国内の材料に乏しい中、国外要因に反応する展開が継続。週前半は原油

や鉄鉱石等の資源価格が利益確定の動きから下落し、レアルは週間安値3.2380まで売られた。その後、米国株式市場の過
去最高値更新や予想を上回る中国の2017年実質GDPを受けて再びリスクオンムードが高まる中、レアルは買戻しが進行。年
金改革法案の採決延期を巡る噂には大きく反応せず、週末にかけて週間高値3.1930を付けた後、そのまま高値圏の3.1960
で越週した。

• 伯中銀によるアナリスト予想集計では、経済成長率予想は2018年が2.69%から2.70%に上方修正され、2019年は2.80%で据
え置かれた。インフレ率予想は2018年が3.95%、2019年が4.25%でそれぞれ据え置き。為替レートは2018年が3.34から3.35
へレアル安方向に修正され、2019年は3.40で据え置かれた。

• 15日、伯中銀による11月伯経済活動指数が発表された。前月比＋0.49%と市場予想の＋0.43%を上回り、3ヵ月連続でプラス
成長を記録。3月に発表予定の2017年通年の伯GDP成長率は約1%の水準が予想されているが、これをサポートする結果と
なった。

• 18日に発表された2017年における中国の実質GDP成長率は＋6.9%となり、前年の＋6.7%から上昇。成長率が前年実績を
上回ったのは2010年以来であり、世界経済を下支えするとの見方からリスクオンの動きを後押しした。

• 18日、格付会社ムーディーズの幹部が今年の第一四半期までにブラジルに訪問することが報道された。現在の格付を維持す
るには年金改革法案の可決が必要と見られる中、今回の訪問後にムーディーズがS&Pに続いて格下げに踏み込む可能性が
指摘されている。
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4.来週の為替市場注目点

予想ドル・レアル相場レンジ：3.15－3.25

国 予想 実績 前回

ブラジル CNI産業信頼感 -- 59.0 58.3

米 ﾐｼｶﾞﾝ大学消費者ﾏｲﾝﾄﾞ 97.0 94.4 95.9

米 ﾐｼｶﾞﾝ大学現在景況感 114.4 109.2 113.8

米 ﾐｼｶﾞﾝ大学消費者先行景況感 85.3 84.8 84.3

米 ﾐｼｶﾞﾝ大学1年期待ｲﾝﾌﾚ率 -- 2.8% 2.7%

米 ﾐｼｶﾞﾝ大学5-10年期待ｲﾝﾌﾚ率 -- 2.5% 2.4%

6.来週発表される主要経済指標

国 日付 期間 予想 前回

ブラジル 1/22 貿易収支(週次) Jan/21 -- $983m

ブラジル 1/22 登録雇用創出合計 Dec -405000 -12292

ブラジル 1/23 FGV CPI IPC-S Jan/22 0.44% 0.47%

ブラジル 1/23 IBGEｲﾝﾌﾚ率IPCA-15(前月比) Jan 0.41% 0.35%

ブラジル 1/23 IBGEｲﾝﾌﾚ率IPCA-15(前年比) Jan 3.03% 2.94%

米 1/24 中古住宅販売件数(前月比) Dec -1.9% 5.6%

ブラジル 1/25 FGV消費者信頼感 Jan -- 86.4

米 1/25 新築住宅販売件数 Dec 675k 733k

米 1/25 先行指数 Dec 0.5% 0.4%

ブラジル 1/26 FGV建設ｺｽﾄ(前月比) Jan 0.24% 0.14%

ブラジル 1/26 海外直接投資 Dec $9100m $5021m

ブラジル 1/26 経常収支 Dec -$4500m -$2388m

ブラジル 1/26 中央政府財政収支 Dec -21.5b 1.3b

米 1/26 GDP(年率/前期比) /速報値 4Q 3.0% 3.2%

米 1/26 耐久財受注(前月比) Dec 0.9% 1.3%

5.本日の主要経済指標 
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来週のレアルは24日に開始予定となっているルラ元大統領の第2審を控え、週半ばまで動意に乏しい展開を予想する。判決は24
日か遅くとも25日には出ると見られている。裁判官3人全員が有罪判決を下すとの見方が強い中、予想通りとなった場合のレアル
に対するポジティブな影響は限定的と見られる一方、予想と異なる結果になった場合のレアル売りの動きには注意を要する。


